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【昨日の市況概要】 公示仲値 107.69

USD/JPY EUR/USD EUR/JPY GBP/USD AUD/USD
TKY  9:00AM 107.75 1.0908 117.54 1.2181 0.6547
SYD-NY High 107.78 1.0914 117.54 1.2202 0.6550
SYD-NY Low 107.63 1.0871 117.09 1.2166 0.6520
NY 5:00 PM 107.73 1.0895 117.39 1.2193 0.6543

NY DOW 休場 - 日本2年債 -0.170 1.00bp          
NASDAQ 休場 - 日本10年債 0.000 1.00bp          

S&P 休場 - 米国2年債 休場 -
日経平均 20,741.65 353.49 米国5年債 休場 -

TOPIX 1,502.20 24.40 米国10年債 休場 -
ｼｶｺﾞ日経先物 休場 - 独10年債 -0.4960 ▲0.70bp       

ﾛﾝﾄﾞﾝFT 休場 - 英10年債 0.1735 0.15bp          
DAX 11,391.28 317.41 豪10年債 0.8670 ▲3.40bp       

ﾊﾝｾﾝ指数 22,952.24 22.10 USDJPY 1M Vol 5.80 0.08%
上海総合 2,817.97 4.20 USDJPY 3M Vol 6.33 0.03% 　

NY金 休場 - USDJPY 6M Vol 7.08 ▲0.10%
WTI 休場 - USDJPY 1M 25RR -1.28 Yen Call Over 【ドル円相場】 【対円騰落率（日次）】

CRB指数 休場 - EURJPY 3M Vol 7.93 0.00%
ドルインデックス 99.86 0.00 EURJPY 6M Vol 8.60 ▲0.05%

【マーケット・インプレッション】 緊急事態宣言全面解除

　

■今週のドル/円　見通し

担当：木村・松本 TEL:03-3242-7070 FAX:03-3211-5825 LDN 00531-444-179 NY 00531-113-682

当資料は情報提供のみを目的として作成したものであり、特定の取引の勧誘を目的としたものではありません。当資料は信頼できると判断した情報に基づ
いて作成されていますが、その正確性、確実性を保証するものではありません。ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。投資に
関する最終決定は、お客様ご自身の判断でなさるようにお願い申し上げます。また､当資料の著作権はみずほ銀行に属し､その目的を問わず無断で引用
または複製することを禁じます。なお、当行は本情報を無償でのみ提供しております。当行からの無償の情報提供を望まれない場合、配信停止を希望す
る旨をお申し出ください。
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東京時間のﾄﾞﾙ円は107.75ﾚﾍﾞﾙでｵｰﾌﾟﾝ。米英市場が休場となるため動意に乏しく107円台後半を小幅の値動きにとど
まった。緊急事態宣言解除による景気回復期待から日経平均株価が上昇して始まると、一時107.77迄上昇するも、その
後は失速。香港の治安法制をめぐる米中関係悪化の懸念もあり、上値を追う展開とならず、揉み合い推移の中、結局
107.69ﾚﾍﾞﾙで海外時間へ渡った。
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【昨日の指標等】

Date Time Event 結果 予想

5月25日 15:00 独 GDP(前期比・前年比)・確報 1Q -2.2%/-1.9% -2.2%/-1.9%
17:00 独 IFO指数(企業景況感/期待/現況) 5月 79.5/80.1/78.9 78.5/75/80

Date Time Event 予想 前回
5月26日 23:00 米 新築住宅販売件数 4月 480k 627k

23:00 米 ｺﾝﾌｧﾚﾝｽﾎﾞｰﾄﾞ消費者信頼感 5月 87 86.9

田中 竹内 筒井 加藤 関 光石 山岸 田坂 尾身 上野
ベア ベア ブル ブル ベア ブル ベア ベア ブル ベア
岡本 小野崎 玉井 原田 大庭 高村 松本 逸見 大谷 谷舗 ブル ベア
ベア ブル ベア ブル ブル ベア ベア ベア ベア ベア 7 13

昨日日本で緊急事態宣言の全面解除が発表された。宣言発動時に懸念されていた感染爆発は発生せず、欧米諸国と比較

して小規模の感染被害でひとまず押さえこみに成功したため、緊急事態宣言が出された4/7の終値から日経平均株価は

9.45%上昇している。ただし、経済活動が今後どのようなペースで、どこまで復旧するのかは依然不透明なままである。

特に相場の上値を抑えている要因は2つあげられる。1つは自粛ムード継続による消費の停滞である。先んじてロックダウン

が解除された中国や韓国では新たな集団感染の報道が上がっており、中国東北部ではロックダウンの再導入も実施された。

経済活動の完全な復活のためにはワクチン開発の成功が不可欠であると考えられており、それまでは感染第2波への警戒

のため、社会的距離を保つことの徹底が継続され、個人消費が元通りになるには時間を要する。もう１つは米中対立激化懸

念である。経済活動再開の流れと同様に、政治面でもコロナウイルス関連以外の協議が再開していることから、外交問題に

再び市場の関心が高まっている。コロナウイルスの発生源に関する疑惑や米国のWHOへの拠出金停止を巡る騒動などでこ

れまでも米中の対立関係が意識されることはあったが、先週から開始した中国全人代での議論により事態はさらに深刻化し

そうである。香港への「国家安全法」導入は香港の自治体制を脅かす危険性があり、昨年「香港人権・民主主義法」を成立さ

せた米国と真っ向から衝突することとなる。2018年から協議されてきた米中通商協議に影響が出る可能性も想定する必要が

あるだろう。

以上のことから、5/7以降堅調に推移してきているドル円だが、市場マインド悪化による下落リスクには警戒しておきたい。（木

村）


